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研究 3:研究 2の研究結果を基に 『アセスメントツール試案』を作成し，病院でASDのある子ども
への看護経験のある看護師 7名、地域で看護経験のある看護職 2名にインタビューを行い，適切性を
検討する.その結果を基に『特性 ・診断名を伝える過程で揺らぐ母親を支えるアセスメン トツーノレ』を




する文献では， 1)子どもへの告知の実態， 2)告知に対する親の思いや考え， 3)告知による子どもへの
影響について，研究が行われていた.子どもへの告知は小学生から高校生以上まで幅広く母親により行
われていることが多かった.
研究 2:分析の結果，母親が特性や診断名を伝える体験は， 【子どもの特性を受容することへの揺ら
ぎ】，【社会生活に困難を抱える子どもとの直面)， [ありのままの承認と子どもへの提案】，【家族や周り
への調整1【診断名の告知と葛藤)， [自立に向かう子どもとの並走】の6カテゴリで構成された.母親
は子どもの診断を受けた時から【子どもの特性を受容することへの揺らぎ】を体験し， [社会生活に困
難を抱える子どもとの直面]をし[ありのままの承認と子どもへの提案)，【家族や周りとの調整]を繰
り返し行い，子どもに特性を伝えていた.この過程で [子どもの特性を受容することへの揺らぎ】で示
された〈体験が共感され受け入れられることによる安心感)， (子どもとの信頼関係の実感〉を体験し，
子どもの理解を深め，母親自身が理解される体験を積んでいた.母親は子どもに診断名を伝えることに
葛藤しながらも特性や診断名を伝え【診断名の告知と葛藤]を経て，子どもが自分を理解し表現した
り，親子で特性や思いを共有し進路を模索する子どもの姿に寄り添うなど 【自立に向かう子どもとの並
※自署 ・押印
※2，000字以内とする。

